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学ぶ
児童・生徒・一般

学び・進める
父兄・一般・行政

学び・進め・実現する
地域リーダー・行政担当者
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（一社）交通工学研究会・丸善出版



通学路総合交通安全マネジメントガイドライン

Ⅰ.ワークショップの運営マニュアル

Ⅱ.対策編

Ⅲ.調査・分析編

～全体構成～
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⇒検討に必要な対策の概要のみ記述

⇒どのような調査があるかを記述

他の発表で詳細に解説、マニュアルに詳述



ワークショップとは

ワークショップの参加者
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地域住民・PTA・学校関係者
警察・自治体関係部署・道路管理者（国・都道府県） 等
→ 対象は広く設定し、漏れの無いように！

参加者全員で学び、理解し、考え、結果を導き出す

地域の抱える問題点を整理して、共有化する
一緒にまちの現状を見る
客観的なデータを活用する

対策案を考える
目的：子供達の安全を守る
個々の立場や状況を考慮

参加者が正確な情報を共有

参加者が納得できる対策案

対策案を合意形成し、進める
参加者全員のベストでは無い
が納得できるもの

関係する方には参加してもらう



ワークショップとは

事業者の説明会ではなく、一市民としてみんなで一緒に考える
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行 政 住 民×
対 決

リラックスした雰囲気の中で、全員の意見を聞く

テーブル型
WS方式

普段着
自宅

教室型
説明会

背広
会社



ワークショップの基本的な流れ
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Ⅰ.ワークショップの運営マニュアル

第1回
交通安全の知識の共有
地域の課題・問題の共有

第2回
客観データによる課題共有
対策案の具体化

第3回
対策案の提案
合意形成

第4回
対策案の評価

未解決な課題・問題意識の
共有
⇒フィードバック

情
報
提
供

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
へ



第1回ワークショップ

1． 第1回ワークショップ実施準備
1.1．参加者への参加依頼
（１） 参加者の選定
（２） 代表者への事前説明
（３） 開催通知の作成
（４） 参加依頼
1.2．ワークショップ進行準備
（１） ワークショップ進行マニュアル

の作成
（２） 関係者間での役割、ワーク

ショップ進行マニュアルの確認
1.3．会場準備

会場レイアウトの例（新潟市提供） 7

付録にすぐに使える資料を添付



第1回ワークショップ 付録：プログラム
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付録1.1 開催案内

付録2.1 第1回ワークショップ進行案

付録2.1 参加予定者一覧表
テーブルマネージャー・記録係配置
会場配置図

付録2.1 準備品リスト

使用

場所

名称 数量 準備担当

市○○課 ○○

小学校

学校備品 大学等

協力者

会場 机（大） 14 ○

机（小） 4 ○

椅子 87 ○

長机 1 ○

ホワイトボード・マーカー 1 ○

スクリーン 1 ○

プロジェクター 1 ○ ○

延長コード 1 ○

パソコン（説明用） 1 ○ ○

デジタルカメラ 2 ○ ○

指し棒 1 ○

延長コード 1 ○

ワイヤレスマイク 2 ○

スピーカー 1 ○

ドラム式延長コード 1 ○

軽食・お菓子 適量 ○

ジュース・お茶 適量 ○

テーブルクリーナー 2 ○

ビニール袋（ごみ袋） 10 ○

班テーブル 通学路安全マップ（A1版） 10 ○

通学路安全マップ（A3版） 100 ○

付箋紙 ピンク□7.5cm 20 ○

付箋紙 青□7.5cm 20 ○

付箋紙 黄緑□7.5cm 20 ○

付箋紙 黄色□7.5cm 20 ○

油性ペン カラー

※机に裏写りしないもの（例：三菱プロッキー

等）

10セット ○

班名表示 10 ○

模造紙白A1版 ※罫線があるとよい 10 ○

受付 個人名札用のシールシート 15 ○

名簿（記入用紙） 10 ○

記名用ボールペン 10 ○

次第 100 ○

玄関・廊下 案内板 5 ○

案内表示の紙 5
スリッパ 適量 ○

玄関前ブルーシート（靴置き場） 1 ○



第1回ワークショップ 付録：プログラム

0）集合（18:00） （集合場所、会場名）

1）全体挨拶 （10分程度）
・○○小学校校長先生、 ・○○地元代表（見守りボランティアなど）、 ・WSの目的の説明（行政）

2）交通安全に関する講演 （20分程度）
・交通安全に関する講演（行政、専門家等）

3）班ごとのグループディスカッション （1時間程度）
①自己紹介（名前、住まい等） （5分程度）
②全体説明：WSの方法・ルールの説明 （10分程度）

※以上までの時間は短くてもよい。余った時間は議論の時間とする
③通学路の現状：問題点と改善案の抽出 （20分程度）

・テーブルごとに大きな地図を用いて、皆さんの意見を書いたポストイット（付箋）を貼ったり、地図に書き込んだり
していく
・班で意見をまとめる

④手段の検討 （15分程度）

・テーブルごとに大きな地図を用いて、皆さんの意見を書いたポストイット（付箋）を貼ったり、地図に書き込んだり
していく
・今後、各主体でできることについて、班で意見をまとめる

⑤班の意見をまとめる （10分程度）
・班の意見を模造紙にまとめる、 ・班の発表タイトルを決める。

4）全体ディスカッション （25分程度）
・班の代表者による発表、 ・質疑応答、 ・まとめ

5）その他、終了・解散 （5分程度） 9



第1回ワークショップ 付録：プログラムの詳細

グループディスカッション
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第1回ワークショップ 付録：プログラムの詳細

グループディスカッション
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第1回ワークショップ 付録：プログラムの詳細

グループディスカッション
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ワークショップの基本的な流れ
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Ⅰ.ワークショップの運営マニュアル



Ⅱ.対策編

校門前の横断歩道の
スムース横断歩道化 横断歩道およびスムース横断歩道

ゾーン３０時間通行規制
＋

ライジングボラード

学校直近
・学校直近で、多くの児童・生徒
が往来し、通学路対策を最優先
に行うエリア

学校ゾーン
・学校周辺で、概ね幹線・補助幹
線に囲まれ、通学路対策を優先
的に行うエリア

通学路
・学校直近及び学校ゾーンに加
えて、通学路として優先的に対策
を行う路線

ハンプ
交差点
ハンプ

狭さく 屈曲部
他の

道路対策

歩車分離信号

地域固有の問題対応と施策

自転車対策
(歩道上の歩行者保護等)

対策選択の概要
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通学路の特徴を踏まえた対策のポイント
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状況別対策
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【対策 1】スムース横断歩道の設置 

対応する問題点 対策のメリット 望まれる条件 備考 

学校付近であること
を意識せず運転する
ドライバーが多く、
歩行者優先となって
いない 

・ドライバーへの歩
行者優先の意識付
けができる 

・速度抑制が見込め
る 

・歩道がある場合 
・無信号の場合 
・幹線道路でない場
合 

スムース横断歩道が
設置できない場合
は、校門前後にハン
プを設置 

 

事例写真

対策１ 児童や生徒が集中する校門前は、
スムース横断歩道をシンボルに！
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Ⅲ.調査・分析編

調査項目 内容 把握方法 

１
．
交
通
安
全 

①交通事故発

生状況 

・地区における交通事故発生件数 
・交通事故の発生場所、種別、発生時

間等の状況把握 

・交通事故データ（警察） 
・生活道路事故メッシュ図（（公財）交

通事故総合分析センター） 

②交通事故危

険箇所の状況 

・地区内で交通事故の危険な箇所の把

握 
・急ブレーキや急ハンドル等の交通挙

動の状況 

・ヒヤリ地図（住民アンケート） 
・安全総点検 
・ビッグデータ（ETC2.0）解析 
（国土交通省） 

２
．
交
通
環
境
の
状
況 

①交通量の状

況 

・地区内の主要箇所の自動車、歩行者、

自転車交通量の状況の把握 

・交通量調査（車種別、時間別、方向

別交通量） 
・ビッグデータ（ETC2.0）解析 
（国土交通省） 

②走行速度の

状況 
・任意区間の自動車の走行速度の把握 

・スピードガン 
・ビデオ調査 
・ビッグデータ（ETC2.0）解析 
（国土交通省） 

③通過交通の

状況 
・地区内の通過交通の状況把握 

・ナンバープレート調査 
・ビッグデータ（ETC2.0）解析 
（国土交通省） 

④路上駐車の

状況 

・路上駐車や駐輪の箇所、時間帯、台

数等の把握 ・路上駐車駐輪調査 

３
．
地
区
の
状
況
等 

① 地 区 の 道

路・交通規制

等の状況 

・道路構成や幅員、交通規制（一方通

行、ゾーン３０等）、通学路状況把握 
・地図情報 
・道路台帳、現地踏査 

調査の概要
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